
テ
ー
マ
と
し
て
与
え
ら
れ
た
「
近
世
の
キ
リ
ス
ト
教
」
は
、
中
世
末
期
、
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
伝
え
ら
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
、
い
わ
ゆ
る
キ
リ

シ
タ
ン
が
、
戦
国
大
名
の
支
配
下
で
急
速
に
弘
通
し
、
集
権
的
統
一
を
め
ざ
す

織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
ら
に
よ
り
保
護
、
つ
い
で
抑
圧
な
ど
を
受
け
な
が
ら
も

確
実
に
教
線
を
伸
張
し
、
そ
し
て
、
江
戸
幕
府
の
支
配
下
で
、
鎖
国
完
成
前
後

の
禁
教
政
策
の
強
化
に
伴
い
、
棄
教
者
、
殉
教
者
を
続
出
す
る
に
至
っ
た
近
世

初
期
と
、
そ
の
後
、
宣
教
師
の
不
在
に
よ
る
布
教
の
途
絶
と
一
部
の
地
域
に
お

い
て
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
残
存
し
た
禁
教
徹
底
期
、
そ
し
て
、
開
港
に
よ
る
復

活
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
渡
来
し
た
幕
末
維
新
期
の
三
期
に
分
け
ら
れ
る
。
右

の
三
期
の
う
ち
、
伝
統
思
想
と
直
接
交
渉
を
も
っ
た
の
は
、
前
・
後
の
二
期
で

あ
る
。以

下
に
お
い
て
、
伝
来
以
降
の
中
世
末
期
を
含
め
て
、
近
世
初
期
に
お
け
る

キ
リ
シ
タ
ン
と
伝
統
思
想
と
の
交
渉
に
関
す
る
問
題
の
一
端
を
取
り
上
げ
る
こ

と
と
す
る
。
こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
、
従
来
、
多
く
の
諸
先
学
が
、
種
々
の

視
角
よ
り
、
個
別
研
究
を
さ
れ
、
ま
た
、
全
般
的
整
理
な
い
し
総
括
的
考
察
も

は
じ
め
に

近
世
初
期
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
と
伝
統
思
想

一
、
キ
リ
シ
タ
ン
受
容
上
の
媒
介
思
想

ザ
ビ
エ
ル
の
初
伝
後
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
半
世
紀
の
間
に
急
速
に
教
線
を
伸

張
し
、
天
正
十
（
一
五
八
二
）
年
に
は
十
五
万
人
、
慶
長
五
（
一
六
○
○
）
年

に
は
三
十
万
人
（
以
上
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
み
）
と
信
者
数
が
急
増
し
、
著
し
い

興
隆
を
示
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
長
い
間
、
神
仏
信
仰
や
民
間
信
仰
に
培
わ
れ

て
き
た
日
本
に
お
い
て
、
大
名
領
主
に
よ
る
強
制
的
集
団
改
宗
に
よ
る
な
り
、

個
人
的
な
宗
教
的
渇
望
に
よ
る
な
り
、
受
洗
の
動
機
が
何
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、

あ
の
時
代
の
日
本
人
と
社
会
に
と
っ
て
キ
リ
シ
タ
ン
の
存
在
意
義
が
あ
っ
た
こ

と
は
確
か
で
あ
る
（
村
田
『
新
版
キ
リ
シ
タ
ン
史
論
考
』
）
。

と
に
か
く
多
数
の
日
本
人
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
を
受
容
し
た
こ
と
は
、
何
よ
り

も
日
本
人
に
受
容
能
力
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ

こ
で
受
容
を
容
易
に
し
た
精
神
的
素
地
・
思
想
的
基
盤
、
す
な
わ
ち
媒
介
思
想

が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
従
来
の
見
解
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
取
り

さ
れ
て
き
た
。
短
い
時
間
で
の
諸
研
究
の
整
理
紹
介
は
不
可
能
に
近
い
。
こ
こ

で
は
、
近
年
な
さ
れ
た
研
究
を
中
心
と
し
、
卑
見
に
沿
っ
て
諸
説
の
い
く
つ
か

を
取
り
上
げ
、
問
題
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

村
田
安
穂
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上
げ
て
象
た
い
。

㈲
仏
教
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
布
教
側
と
し
て
、
説
教
や
キ

リ
シ
タ
ン
版
の
刊
行
に
従
事
し
た
日
本
人
の
イ
ル
マ
ン
や
同
宿
ら
に
仏
教
僧
侶

の
出
身
者
が
多
く
、
彼
ら
に
よ
る
仏
教
語
や
仏
教
的
思
想
を
媒
介
と
し
た
布
教

に
よ
っ
て
、
受
容
者
側
も
仏
教
的
な
理
解
を
示
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。

魚
木
忠
一
氏
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
護
教
書
で
あ
る
ハ
ビ
ァ
ン
著
『
妙
貞
問

答
』
（
慶
長
十
年
）
と
排
耶
書
（
反
キ
リ
シ
タ
ン
書
）
で
あ
る
雪
窓
宗
権
著

『
邪
教
大
意
』
（
正
保
五
年
）
を
事
例
と
し
、
ま
た
、
キ
リ
シ
タ
ン
版
な
ど
で

使
用
さ
れ
た
仏
教
語
の
分
析
を
通
し
て
、
日
本
人
が
、
仏
教
の
救
済
宗
教
的
性

格
を
辿
っ
て
キ
リ
シ
タ
ン
を
救
贈
宗
教
と
し
て
把
握
し
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
こ

と
に
よ
る
キ
リ
シ
タ
ン
理
解
の
浅
薄
さ
や
限
界
が
あ
っ
た
と
さ
れ
た
（
『
日
本

基
督
教
の
精
神
的
伝
統
』
）
。
な
お
、
氏
の
浄
土
教
的
な
救
曠
思
想
の
解
釈
に

関
し
て
は
、
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
で
あ
る
と
の
海
老
沢
有
道
氏
の
批
判
が
あ

る
（
『
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
史
』
）
・

口
神
道
・
儒
教
中
世
に
入
る
と
、
「
仏
神
」
か
ら
「
神
仏
」
へ
の
言
葉

の
推
移
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
神
道
教
義
史
上
、
仏
本
主
義
か
ら
神
本
主
義

へ
、
仏
家
神
道
か
ら
社
家
神
道
へ
の
変
遷
が
ゑ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
現
世
利
益

を
求
め
る
民
衆
の
間
で
は
、
依
然
と
し
て
仏
家
神
道
流
の
仏
本
神
通
（
和
光
同

塵
）
の
思
想
が
主
流
を
な
し
、
利
益
を
仰
ぐ
点
で
は
神
と
仏
と
を
区
別
せ
ず
、

神
仏
同
格
、
神
仏
共
信
の
神
仏
習
合
思
潮
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、

『
神
道
集
』
や
お
伽
草
子
に
本
地
物
と
し
て
記
録
を
と
ど
め
て
い
る
（
西
田
正

好
氏
『
神
と
仏
の
対
話
Ｉ
神
仏
習
合
の
精
神
史
』
）
・

和
辻
哲
郎
氏
は
、
そ
れ
ら
室
町
時
代
の
縁
起
物
語
で
、
主
人
公
五
衰
殿
の
受

難
や
、
首
を
切
ら
れ
て
も
な
お
そ
の
乳
房
で
嬰
児
を
養
う
痛
ま
し
い
姿
を
焦
点

と
し
た
『
熊
野
の
本
地
』
（
異
本
）
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
「
首
な

き
母
親
に
哺
育
せ
ら
れ
た
新
王
は
、
こ
の
慈
悲
深
い
母
妃
へ
の
愛
慕
の
あ
ま
り

、
、
、
、
、

に
、
母
妃
の
蘇
り
に
努
力
し
、
つ
い
に
そ
れ
に
成
功
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し

て
日
本
へ
飛
来
す
る
時
に
は
母
妃
を
も
伴
な
っ
て
く
る
。
だ
か
ら
首
な
く
し
て

な
お
そ
の
乳
房
で
嬰
児
を
養
っ
て
い
た
妃
が
熊
野
の
権
現
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
我
々
は
苦
し
む
神
、
悩
む
神
、
人
間
の
苦
し
み
を
お
の
れ
に
背
負
う
神

の
観
念
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
奈
良
絵
本
に
は
、
首
か
ら
血
を
噴
き
出

し
て
い
る
む
ご
た
ら
し
い
妃
の
姿
を
描
い
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
を
霊
験
あ
ら

た
か
な
熊
野
権
現
の
前
身
と
し
て
な
が
め
て
い
た
人
々
に
と
っ
て
は
、
十
字
架

上
に
槍
あ
と
の
生
々
し
い
救
世
主
の
む
ご
た
ら
し
い
姿
も
、
そ
う
珍
し
い
も
の

で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
」
「
日
本
の
民
衆
の
な
か
に
、
苦
し
む
神
、
死
ん

で
蘇
る
神
と
い
う
ご
と
き
観
念
を
理
解
し
得
る
能
力
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
疑
う

べ
く
も
な
い
。
そ
う
い
う
民
衆
に
と
っ
て
は
、
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
物
語

は
、
決
し
て
理
解
し
難
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
」
（
『
埋
も
れ
た

日
本
』
）
と
、
垂
迩
神
の
前
生
蕊
が
媒
介
と
な
っ
た
こ
と
を
、
同
じ
く
『
厳
島

の
縁
起
』
『
み
し
ま
』
も
類
似
例
と
し
て
挙
げ
な
が
ら
述
べ
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
石
田
一
良
氏
は
、
近
世
封
建
体
制
の
成
立
期
に
際
し
、
時
代
の

神
学
が
天
道
信
仰
か
ら
朱
子
学
へ
と
展
開
す
る
そ
の
中
間
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
が

伝
来
し
た
こ
と
に
着
目
さ
れ
、
天
道
信
仰
が
媒
介
思
想
と
な
っ
た
こ
と
を
推
定

さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
人
と
社
会
に
対
す
る
超
越
的
主
宰
者
が
存
在
し
、
且

つ
そ
れ
が
人
間
の
行
為
に
因
果
の
応
報
を
与
え
以
っ
て
人
間
に
道
徳
的
行
為
を

要
求
す
る
と
い
う
信
仰
は
、
戦
国
大
名
の
弱
肉
強
食
を
合
理
化
し
て
、
そ
の
威

光
を
支
持
し
、
力
に
対
す
る
民
衆
の
素
朴
な
崇
拝
を
梱
養
し
て
、
神
権
説
の
持
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つ
役
割
を
演
じ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
」
こ
の
天
道
信
仰
に
対
し
、
「
キ
リ
ス
ト

教
は
、
あ
ら
ゆ
る
地
上
の
秩
序
の
元
始
で
あ
り
、
天
地
万
物
の
創
造
主
で
あ

り
、
天
地
間
唯
一
の
主
宰
者
で
あ
り
、
且
つ
万
善
・
万
徳
の
根
源
で
あ
る
デ
ゥ

ス
（
天
主
・
天
帝
）
の
救
済
を
信
ず
る
教
で
あ
る
。
」
ザ
ビ
エ
ル
は
、
「
す
べ

て
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
こ
の
神
に
絶
対
に
服
従
し
、
奉
公
の
誠
を
捧
げ
ね
ば
な
ら

ぬ
、
も
し
こ
れ
に
背
く
時
は
現
世
の
み
な
ら
ず
未
来
永
劫
に
亘
っ
て
最
大
の
苦

罰
を
受
く
べ
く
、
忠
勤
奉
公
の
務
を
果
す
時
は
輝
し
い
御
威
光
を
与
え
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
と
教
え
、
デ
ウ
ス
と
キ
リ
シ
タ
ン
は
あ
た
か
も
君
臣
の
関
係
に
あ
る

も
の
と
説
い
た
。
」
こ
れ
ら
の
教
義
は
、
あ
る
い
は
宣
教
師
の
説
教
に
よ
り
、

あ
る
い
は
キ
リ
シ
タ
ン
版
の
宗
教
書
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
。
「
文
禄
四
年
（
一

五
九
三
）
の
『
羅
葡
日
対
訳
辞
書
』
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
の
『
落
葉

集
』
、
慶
長
八
年
（
一
六
○
三
）
の
『
日
葡
辞
書
』
の
ご
と
き
辞
書
類
に
は
デ

ウ
ス
に
対
し
、
天
帝
・
天
主
・
天
道
・
天
尊
な
ど
の
文
字
を
当
て
て
い
る
。
当

時
、
武
将
の
間
に
取
り
か
わ
さ
れ
た
起
請
文
に
も
、
こ
れ
に
そ
む
く
時
は
「
天

道
の
伽
羅
佐
（
恩
寵
）
」
を
離
れ
身
命
を
失
い
「
天
罰
」
を
蒙
る
で
あ
ろ
う
と

記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
キ
リ
ス
ト
教
が
こ
れ
に
先
立
つ
天
道
の
信
仰
の
上
に

受
け
容
れ
ら
れ
易
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
」
（
「
近
世
文
化
の

展
開
」
『
新
日
本
史
大
系
・
第
四
巻
．
近
世
社
会
』
）
と
さ
れ
た
。

「
天
道
」
の
語
に
つ
い
て
は
、
石
毛
忠
氏
が
、
諸
文
献
に
つ
ぎ
使
用
例
を
丹

念
に
調
査
し
、
概
念
の
分
析
と
思
想
的
展
開
を
追
究
さ
れ
て
い
る
。
「
天
道
」

は
、
中
世
後
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
の
流
行
語
で
、
右
の
天
道
信
仰
の
よ

う
に
戦
国
大
名
の
下
剋
上
、
あ
る
い
は
天
下
統
一
事
業
を
支
持
す
る
絶
対
者
を

意
味
し
た
り
、
元
来
は
、
儒
教
・
仏
教
・
老
荘
思
想
な
ど
の
用
語
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
た
。
ま
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
「
デ
ウ
ス
」
を
意
味
し
た
こ
と
も
あ
る

（
「
戦
国
・
安
土
桃
山
時
代
の
倫
理
思
想
」
『
日
本
に
お
け
る
倫
理
思
想
の
展

開
』
、
「
戦
国
・
安
土
桃
山
時
代
の
思
想
」
『
体
系
日
本
史
叢
書
認
・
思
想
史

Ｉ
』
、
「
江
戸
時
代
初
期
に
お
け
る
天
の
思
想
」
日
本
思
想
史
研
究
２
）
・

布
教
初
期
、
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
側
は
、
デ
ゥ
ス
に
「
大
日
」
の
語
を
当
て
た

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
天
正
十
八
（
一
五
九
○
）
年
頃
ま
で
は
、
「
デ
ウ
ス
」
、

「
天
主
」
、
「
天
道
」
な
ど
の
語
を
混
用
し
て
い
た
。
文
禄
元
（
一
五
九
二
）

年
、
基
本
的
教
義
書
『
ド
チ
リ
ナ
・
キ
リ
シ
タ
ン
』
の
刊
行
後
は
、
教
会
用
語

と
し
て
「
デ
ウ
ス
」
に
統
一
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
海
老
沢
氏
『
日
本
キ
リ
シ

タ
ン
史
』
）
・

小
山
恵
子
氏
に
よ
れ
ば
、
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
側
で
、
創
造
主
宰
の
唯
一
神
デ

ウ
ス
に
「
天
道
」
の
語
を
当
て
て
使
用
し
て
い
た
時
期
（
一
五
六
八
’
一
五
九

一
年
）
に
、
同
じ
く
吉
田
神
道
で
は
、
国
常
立
尊
を
創
造
主
宰
神
と
考
え
、

「
天
道
」
・
「
天
」
と
称
し
て
い
た
。
当
時
流
行
し
て
い
た
天
道
信
仰
は
、
超

越
神
的
・
賞
罰
神
的
性
格
を
明
ら
か
に
有
し
て
い
る
が
、
永
遠
性
・
造
物
・
主

宰
神
的
性
格
は
有
し
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
吉
田
神
道
の
国
常
立
尊
は
、
永

遠
性
・
造
物
・
主
宰
神
的
性
格
を
備
え
て
い
た
。
宗
門
側
が
「
天
道
」
の
語
を

採
用
す
る
に
至
っ
た
経
緯
に
は
、
吉
田
神
道
の
伝
授
者
清
原
枝
賢
と
宗
門
側
の

、
ハ
ー
ド
レ
・
ビ
レ
ラ
、
イ
ル
マ
ン
・
ロ
レ
ン
ソ
と
の
間
に
交
際
が
あ
り
、
思
想

的
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
永
禄
六
二
五

六
三
）
年
の
キ
リ
シ
タ
ン
弾
劾
事
件
を
契
機
と
し
て
、
三
者
の
出
会
い
が
生
ま

れ
、
そ
の
際
、
相
互
に
宗
教
上
の
知
識
の
交
換
が
な
さ
れ
、
ビ
レ
ラ
や
ロ
レ
ン

ソ
ら
は
、
枝
賢
か
ら
吉
田
神
道
の
「
天
道
」
が
デ
ウ
ス
に
近
い
神
観
念
で
あ
る

こ
と
を
学
び
、
布
教
効
果
を
あ
げ
る
一
手
段
と
し
て
、
デ
ゥ
ス
に
「
天
道
」
の

語
を
当
て
て
使
用
し
、
吉
田
神
道
と
の
習
合
化
を
通
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
の
土
着
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化
を
意
図
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
た
（
「
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
と
吉
田
神
道
の

接
点
Ｉ
「
天
道
」
と
い
う
語
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
・
第

二
十
輯
』
、
『
日
本
人
の
見
出
し
た
元
神
』
）
・
石
田
氏
も
小
山
氏
の
推
論
を

認
め
て
お
ら
れ
る
（
『
カ
ミ
と
日
本
文
化
』
、
『
日
本
文
化
史
ｌ
日
本
の
心

と
形
ｌ
』
）
・
参
考
ま
で
に
付
言
す
れ
ば
、
枝
賢
は
、
右
の
出
会
い
を
契
機

と
し
て
教
義
の
理
解
を
進
め
、
ビ
レ
ラ
か
ら
受
洗
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
デ
ウ
ス
に
「
天
道
」
、
「
天
主
」
、
「
天
尊
」
、
「
天
帝
」
な

ど
の
語
を
当
て
、
儒
教
的
概
念
で
理
解
し
た
場
合
も
あ
っ
た
（
海
老
沢
氏
「
儒

教
と
キ
リ
シ
タ
ン
と
の
接
触
」
『
増
訂
切
支
丹
史
の
研
究
』
）
・
林
羅
山
は
、

利
瑞
寶
著
『
天
主
実
義
』
や
、
『
妙
貞
問
答
』
を
読
み
、
石
川
丈
山
宛
書
状

で
、
キ
リ
シ
タ
ン
が
、
「
儒
の
天
道
を
説
く
を
霜
ん
で
糟
粕
を
吐
く
。
其
の
心

密
か
に
謂
へ
ら
く
、
天
主
に
本
づ
く
と
。
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
キ
リ
シ

タ
ン
の
デ
ウ
ス
の
創
造
主
宰
の
説
は
、
朱
子
学
に
お
け
る
太
極
（
天
・
理
）
の

造
物
主
宰
の
説
の
盗
用
、
つ
ま
り
、
儒
教
の
「
天
道
」
の
語
に
隠
れ
て
「
天

主
」
を
説
い
て
い
る
と
し
て
い
る
が
、
儒
教
的
概
念
を
媒
介
思
想
と
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
（
石
田
氏
「
徳
川
封
建
社
会
と
朱
子
学
派
の
思
想
」
東
北

大
学
文
学
部
研
究
年
報
・
第
十
三
号
（
下
）
、
「
日
本
文
化
史
』
）
・

日
民
間
信
仰
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
習
俗
と
神
仏
信
仰
・
民
間
信
仰
の
諸

習
俗
と
の
間
に
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。
岡
田
章
雄
氏
は
、
受
容
者
側
に
、
教

義
の
問
題
を
離
れ
て
異
邦
の
神
に
現
世
利
益
を
期
待
し
た
心
理
が
働
い
た
事
実

に
注
目
さ
れ
、
信
仰
習
俗
の
諸
事
例
を
通
し
て
、
日
本
人
が
、
在
来
の
神
仏
信

仰
や
民
間
信
仰
と
同
じ
現
世
利
益
の
線
上
で
、
信
仰
対
象
を
替
え
て
、
治
病
・

除
災
招
福
を
目
的
と
し
て
、
呪
術
的
な
効
験
を
期
待
し
て
受
容
し
た
と
さ
れ
た

（
『
南
蛮
宗
俗
考
』
）
・
こ
れ
は
、
国
内
外
の
史
料
に
よ
り
概
ね
首
肯
し
う
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
、
和
歌
森
太
郎
氏
は
、
民
間
信
仰
の
立
場
で
、
戦
国
時
代
か
ら
近
世
初

期
に
か
け
て
民
衆
の
間
に
と
り
わ
け
強
ま
っ
た
彌
勒
信
仰
の
メ
シ
ァ
ニ
ズ
ム
と

結
び
つ
け
て
、
「
直
接
に
は
、
南
蛮
文
化
と
兼
ね
て
も
た
ら
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト

教
が
、
戦
国
期
の
民
間
信
仰
に
こ
も
っ
て
い
た
常
世
神
的
な
彌
勒
下
生
を
期
す

る
信
仰
に
こ
た
え
て
布
教
さ
れ
た
と
い
う
証
拠
は
得
が
た
い
。
し
か
し
当
時
の

日
本
で
、
キ
リ
ス
ト
を
救
世
主
と
し
て
、
こ
の
世
を
支
配
し
直
す
メ
シ
ア
に
通

じ
る
そ
の
性
格
が
、
宣
伝
さ
れ
教
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
人
間
の
罪
を
一
身
に
負
う
て
、
諸
人
の
罪
を
あ
が
な
う
こ
と
に
よ

り
、
一
般
民
衆
を
解
放
す
る
と
い
う
、
キ
リ
ス
ト
の
メ
シ
ア
性
は
、
常
世
神
や

彌
勒
と
は
も
ち
ろ
ん
質
が
違
う
。
し
か
し
、
と
も
か
く
世
を
救
う
、
と
強
調
さ

れ
た
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
が
、
日
本
の
戦
国
期
の
人
び
と
の
世
直
し
、
理
想
の
黄

金
浄
士
を
悲
願
し
た
動
き
に
、
呼
応
し
な
い
で
は
い
な
か
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
私
は
、
十
六
・
七
世
紀
の
日
本
で
の
キ
リ
ス
ト
教
が
、
迅
速
に
、
東
北
地

方
を
ふ
く
め
多
く
の
地
方
の
人
び
と
を
と
ら
え
て
い
っ
た
、
そ
の
展
開
ぶ
り
に

は
、
た
だ
の
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
以
上
の
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
ざ
る
を
え
な
い

の
で
あ
る
。
」
（
「
不
安
ｌ
民
間
信
仰
Ｉ
」
『
宗
教
の
対
話
Ｉ
キ
リ
ス
ト

教
と
日
本
の
諸
宗
教
ｌ
』
）
と
興
味
深
い
仮
説
を
提
出
さ
れ
た
。
彌
勒
信
仰

の
時
期
的
・
地
域
的
広
が
り
と
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
の
そ
れ
と
の
関
連
づ
け
、
そ

の
た
め
の
実
態
解
明
が
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

二
、
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
の
実
態
を
め
ぐ
っ
て

ｌ
他
宗
教
・
他
信
仰
と
の
関
係
１

．
ハ
ー
ド
レ
・
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
、
日
欧
文
化
の
比
較
を
述
べ
た
『
日
本
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覚
書
』
（
松
田
毅
一
氏
訳
『
フ
ロ
イ
ス
の
日
本
覚
書
』
）
の
中
で
、
「
わ
れ
ら

こ
い
ね
が

は
唯
一
で
万
能
な
る
デ
ウ
ス
に
現
世
お
よ
び
来
世
の
幸
福
を
翼
う
。
日
本
人

カ
ミ

ホ
ト
ケ

は
（
諸
）
神
に
現
世
の
利
益
を
求
め
、
（
諸
）
仏
に
は
霊
魂
の
救
い
だ
け
を
翼

う
。
」
と
記
し
て
い
る
。
民
衆
に
と
っ
て
仏
教
も
現
世
利
益
の
対
象
で
あ
っ
た

点
を
見
落
と
し
て
い
る
が
、
習
合
上
、
神
道
と
仏
教
と
は
競
合
関
係
に
な
く
、

キ
リ
シ
タ
ン
と
神
仏
二
教
と
は
、
両
者
そ
れ
ぞ
れ
が
同
じ
く
現
当
二
世
の
追
求

と
い
う
点
で
互
い
に
競
合
し
対
立
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
こ
に
、
日
本
で
の
キ
リ

シ
タ
ン
の
布
教
・
定
着
上
の
困
難
さ
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
フ
ロ
イ
ス
は
、
「
わ
れ
ら
に
お
い
て
は
、
教
え
に
背
い
た
人
は
背
教

者
ま
た
は
変
節
漢
と
ゑ
な
さ
れ
る
。
日
本
で
は
、
思
い
の
ま
ま
、
そ
の
つ
ど
、

宗
派
を
変
え
る
。
こ
れ
は
何
ら
破
廉
恥
で
は
な
い
。
」
と
記
し
て
い
る
。
特
定

の
宗
教
・
宗
派
に
あ
ま
り
こ
だ
わ
ら
ぬ
日
本
人
の
宗
教
意
識
の
特
質
を
よ
く
と

ら
え
て
い
る
と
い
え
る
。
大
類
伸
氏
は
、
「
神
父
等
の
報
告
書
に
は
連
年
信
徒

数
の
増
大
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
棄
信
者
の
計
数
に
関
す
る
記
事
は
甚

だ
稀
で
あ
る
。
恐
ら
く
多
数
の
民
衆
を
対
象
と
す
る
布
教
運
動
に
は
棄
信
の
現

象
も
避
け
難
い
事
実
で
あ
っ
た
と
思
う
。
」
（
『
キ
リ
シ
タ
ン
運
動
の
時
代
』
）

と
い
わ
れ
て
い
る
。
大
名
領
主
の
強
制
に
よ
る
集
団
入
信
、
ま
た
集
団
棄
教
も

あ
っ
た
ろ
う
。
個
人
単
位
で
承
る
と
、
入
信
・
棄
教
の
事
情
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
間
関
係
も
あ
っ
た
ろ
う
し
、
ま
た
、
教
義
の
理
解
度
と
そ
れ
に
由
来
す
る

信
仰
の
純
粋
度
や
信
仰
の
堅
固
さ
に
個
人
差
の
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。

Ｂ
キ
リ
シ
タ
ン
と
伝
統
宗
教
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
入

信
し
た
者
は
、
現
当
二
世
の
利
益
に
あ
ず
か
れ
る
こ
と
で
、
神
仏
信
仰
は
不
要

と
な
る
筈
で
あ
る
。
彼
ら
は
離
脱
し
た
神
道
仏
教
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
態
度

を
示
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

近
年
こ
の
点
に
関
し
て
、
一
、
二
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
を
取
り
上
げ
、
キ
リ

シ
タ
ン
信
仰
と
と
も
に
神
仏
の
同
時
信
仰
が
行
わ
れ
て
い
た
実
態
が
示
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
最
初
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
し
て
知
ら
れ
る
大
村
純

忠
の
場
合
、
永
禄
六
（
一
五
六
三
）
年
受
洗
し
た
が
（
教
名
、
ド
ン
・
バ
ル
ト

ロ
メ
ウ
）
、
外
山
幹
夫
氏
に
よ
れ
ば
、
純
忠
は
、
天
正
二
（
一
五
七
四
）
年
三

月
か
ら
十
月
頃
ま
で
の
間
に
入
道
・
出
家
し
て
法
名
を
理
專
と
号
し
た
。
そ
し

て
恐
ら
く
は
、
。
〈
－
ド
レ
・
ガ
ス
。
ハ
ル
・
コ
エ
リ
ョ
の
強
硬
な
申
入
れ
に
よ
っ

て
領
内
の
徹
底
的
な
寺
社
の
焼
打
ち
、
僧
侶
殺
害
や
全
領
民
に
対
す
る
キ
リ
シ

タ
ン
へ
の
強
制
的
改
宗
を
開
始
す
る
同
年
十
月
以
前
に
お
い
て
、
仏
教
崇
拝
と

と
も
に
、
鎮
守
で
あ
る
昊
天
宮
信
仰
や
伊
勢
信
仰
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
、
以
後
、
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
の
純
粋
度
が
高
め
ら
れ
な
が
ら
も
神
仏
信
仰

を
持
続
し
た
こ
と
を
推
測
さ
れ
て
い
る
（
「
い
わ
ゆ
る
『
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
』

の
実
相
ｌ
大
村
純
忠
の
受
洗
と
出
家
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
日
本
歴
史
三
八
七

号
）
・大

友
宗
麟
も
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
彼
が
信
者
（
教

名
、
ド
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
己
で
あ
っ
た
の
は
、
晩
年
の
僅
か
九
か
年
（
天
正

六
’
十
五
年
）
で
あ
る
。
彼
は
、
受
洗
前
の
永
禄
五
二
五
六
二
）
年
、
入
道

出
家
し
て
宗
麟
と
号
し
、
臨
済
禅
に
帰
依
し
た
が
、
一
方
、
八
幡
神
を
信
仰

し
、
ま
た
天
文
年
間
の
史
料
に
伊
勢
外
宮
の
御
師
福
島
氏
の
旦
那
で
あ
っ
た

と
い
う
事
実
が
あ
る
（
新
城
常
三
氏
『
新
稿
社
寺
参
詣
の
社
会
経
済
史
的
研

究
』
）
・
外
山
氏
は
、
宗
麟
も
純
忠
と
同
様
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
受
洗
後
も
神
仏

同
時
崇
拝
を
行
な
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
論
文
）
・
こ
れ
か
ら

他
の
事
例
を
多
く
収
集
す
る
と
と
も
に
、
武
家
社
会
に
お
け
る
入
道
・
出
家
の

四
九



意
味
も
あ
わ
せ
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
、
フ
ロ
イ
ス
は
、
伊
勢
神
宮
に
つ
い
て
、
「
日
本
諸
国
よ
り
巡
礼

と
し
て
こ
の
主
な
る
神
の
も
と
に
集
る
者
の
非
常
に
多
い
こ
と
は
、
信
ず
べ
か

ら
ざ
る
程
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
こ
と
は
下
賤
な
る
平
民
の
み
で
な
く
、
誓
を

立
て
た
高
貴
な
る
男
女
も
あ
り
、
同
所
に
行
か
ざ
る
者
は
人
間
の
数
に
加
へ
ら

れ
ぬ
と
思
っ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
」
（
村
上
直
次
郎
氏
訳
．
五
八
五
年
の

日
本
年
報
」
『
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
年
報
・
下
』
）
と
、
国
家
神
的
性
格
の
伊
勢

神
宮
へ
の
参
詣
が
日
本
人
の
義
務
と
考
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い

る
。
新
城
氏
は
、
大
友
氏
の
領
国
豊
後
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
と
伝
統
的

神
祇
信
仰
を
代
表
す
る
伊
勢
信
仰
と
の
関
係
に
つ
い
て
興
味
深
い
報
告
を
さ
れ

て
い
る
（
前
掲
書
）
。
す
な
わ
ち
、
外
宮
御
師
福
島
氏
の
旦
那
の
参
宮
名
簿
に

よ
る
と
、
天
正
十
六
年
よ
り
十
九
年
ま
で
の
間
の
豊
後
の
参
宮
者
は
六
四
○
名

を
数
え
る
。
豊
後
は
、
宗
麟
の
キ
リ
シ
タ
ン
受
洗
を
契
機
と
し
て
、
天
正
以
降

急
激
に
教
線
が
拡
大
し
た
が
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
う
し
て
伊
勢
信
仰
も

ま
た
、
御
師
の
活
躍
に
よ
っ
て
広
範
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰

も
伊
勢
信
仰
も
豊
後
一
国
に
わ
た
り
、
地
域
的
に
も
、
ま
た
武
士
・
地
侍
・
商

人
・
農
民
な
ど
の
階
層
的
に
も
、
同
一
基
盤
に
立
脚
し
、
両
信
仰
は
、
地
域
と

階
層
と
を
分
け
あ
っ
て
の
布
教
戦
で
は
な
く
、
同
地
域
・
同
階
層
に
お
い
て
互

い
に
競
合
し
、
信
者
獲
得
運
動
を
展
開
し
た
。
し
か
も
こ
の
両
信
仰
の
間
に

は
、
信
仰
上
・
教
義
上
妥
協
の
余
地
は
き
わ
め
て
乏
し
か
っ
た
。
キ
リ
シ
タ
ン

大
名
大
友
氏
は
、
封
建
勢
力
と
し
て
か
な
り
弱
体
的
存
在
で
あ
る
た
め
、
家
臣

層
の
信
奉
す
る
伊
勢
信
仰
を
抑
圧
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

領
民
の
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
の
純
粋
度
に
は
、
幾
多
の
段
階
が
み
ら
れ
、
伝
統
的

宗
教
と
同
様
、
呪
術
的
な
現
世
利
益
も
あ
っ
た
ろ
う
。
福
島
氏
の
旦
那
に
も
、

伊
勢
神
宮
に
対
す
る
純
粋
な
一
神
教
的
信
者
か
ら
、
習
俗
と
し
て
の
祓
の
受
領

者
に
と
ど
ま
る
者
ま
で
、
そ
の
間
、
濃
淡
さ
ま
ざ
ま
な
信
仰
段
階
の
者
が
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
一
個
人
が
ど
ち
ら
か
の
敬
虚
な
信
者
で
あ
る
場
合
を
除
き
、

両
信
仰
を
共
有
す
る
場
合
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
新
城
氏
に
よ
れ
ば
、
た
と

え
キ
リ
シ
タ
ン
に
し
て
伊
勢
祓
を
習
俗
と
し
て
受
領
す
る
者
が
あ
っ
て
も
、
参

宮
は
せ
ず
、
参
宮
者
は
、
大
体
非
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

教
義
を
深
く
理
解
し
、
呪
術
的
信
仰
を
超
越
し
た
高
山
右
近
、
細
川
ガ
ラ
シ

ァ
、
そ
の
他
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
残
存
し
て
ゆ
く
よ
う
な
一
部
の
信
者
を

除
き
、
民
衆
の
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
の
実
態
は
、
シ
ン
ク
レ
的
な
も
の
が
多
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。

ロ
キ
リ
シ
タ
ン
と
伝
統
的
諸
信
仰
キ
リ
シ
タ
ン
の
教
義
は
十
戒
を
中
心

に
説
か
れ
た
（
村
田
「
キ
リ
シ
タ
ン
の
教
義
と
封
建
制
Ｉ
上
下
の
道
徳
を
中
心

と
し
て
ｌ
」
早
大
教
育
学
部
学
術
研
究
灯
、
『
キ
リ
シ
タ
ン
と
鎖
国
』
、
『
日

本
史
の
諸
相
』
、
『
新
版
キ
リ
シ
タ
ン
史
論
考
』
）
・
基
本
的
教
義
書
『
ど
ち
り

な
・
き
り
し
た
ん
』
（
以
下
の
引
用
文
は
、
慶
長
五
年
、
国
字
本
に
よ
る
）
に

（
碇
）

い
う
「
デ
ウ
ス
の
御
お
き
て
十
の
マ
ン
ダ
メ
ン
ト
ス
の
事
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

（
体
）
（
敬
）
（
尊
）

第
一
御
一
た
い
の
デ
ウ
ス
を
う
や
ま
ひ
た
つ
と
ひ
奉
る
べ
し
。

（
空
）
（
霊
）

第
二
デ
ウ
ス
の
た
つ
と
ぎ
御
名
に
か
け
て
む
な
し
き
ち
か
ひ
す
べ
か
ら

ず
。

（
祝
日
）

第
三
御
し
ゆ
く
に
ち
を
つ
と
め
ま
も
る
べ
し
。

（
父
母
）
（
孝
行
）

第
四
ぶ
も
に
か
う
ノ
、
す
べ
し
。

（
殺
）

第
五
人
を
こ
ろ
す
べ
か
ら
ず
。

（
邪
淫
）
（
犯
）

第
六
じ
や
い
ん
を
を
か
す
べ
か
ら
ず
。

（
楡
盗
）

第
七
ち
う
た
う
す
べ
か
ら
ず
。

五
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（
灘
言
）

第
八
人
に
ざ
ん
げ
ん
を
か
く
べ
か
ら
ず
。

（
他
）
（
妻
）
（
恋
）

第
九
た
の
つ
ま
を
こ
ひ
す
べ
か
ら
ず
。

（
他
物
）

第
十
た
も
つ
を
み
だ
り
に
の
ぞ
む
べ
か
ら
ず
。

右
の
う
ち
、
最
初
の
三
か
条
は
、
デ
ウ
ス
に
対
す
る
徒
、
残
り
の
七
か
条

睦
人
に
対
す
る
淀
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
を
要
約
す
る
と
、
．
に
は
御
一

（
万
事
）
（
大
切
）

た
い
の
デ
ゥ
ス
を
ば
ん
じ
に
こ
え
て
た
い
せ
つ
に
ぞ
ん
じ
奉
る
べ
き
事
」
と
、

（
隣
人
）

「
二
に
は
わ
が
身
の
ご
と
く
ポ
ロ
シ
モ
を
お
も
へ
と
い
ふ
事
」
で
あ
っ
た
。
ま

（
後
生
）

た
こ
の
宗
門
で
は
、
「
ご
し
や
う
の
み
ち
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
を
し
へ
に
の
ゑ
き

（
後
生
）

は
ま
る
な
り
」
と
言
い
、
「
キ
リ
シ
タ
ン
に
な
ら
ず
ん
ぱ
ご
し
や
う
を
た
す
か

（
体
）
（
拝
）

る
事
あ
る
べ
か
ら
ず
」
と
言
う
。
さ
ら
に
「
御
あ
る
じ
」
「
御
一
た
い
を
お
が

（
尊
）
（
後
世
）

承
た
つ
と
ひ
奉
ら
ず
し
て
は
ご
せ
の
御
た
す
け
に
あ
づ
か
る
事
さ
ら
に
な
し
」

（
万
事
）

と
言
う
。
そ
れ
故
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
教
義
は
、
「
ぼ
ん
じ
に
こ
え
て
デ
ウ
ス
を

（
大
切
）

御
た
い
せ
つ
に
思
ひ
奉
る
事
」
の
一
語
に
尽
き
た
。
こ
の
一
語
の
理
解
如
何
で

信
者
、
未
信
者
が
区
別
さ
れ
た
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。
そ
れ
故
、
デ
ウ
ス
の

徒
に
背
く
こ
と
は
、
信
仰
の
放
棄
を
意
味
し
、
後
生
を
助
か
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
な
か
ん
ず
く
倫
理
性
の
厳
し
い
修
道
会
に
よ
り
布

教
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
で
は
、
信
者
の
日
常
生
活
面
で
も
、
デ
ウ
ス
の
徒

に
背
か
ざ
る
範
囲
内
で
、
封
建
的
社
会
道
徳
（
主
従
道
徳
・
家
族
道
徳
）
の
遵

守
が
奨
励
さ
れ
た
。
そ
の
場
合
、
戦
国
大
名
の
め
ざ
す
政
治
理
念
で
あ
る
儒
教

道
徳
が
キ
リ
シ
タ
ン
の
自
然
法
的
道
徳
に
共
通
す
る
も
の
と
し
て
、
キ
リ
シ
タ

ン
版
『
金
句
集
』
に
も
『
論
語
』
な
ど
か
ら
の
格
言
を
多
く
収
録
し
、
布
教
に

活
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
信
者
が
多
様
な
日
常
生
活
で
信
仰
に
棚
鰭
を
き
た
さ
ぬ
よ
う
戒
律
の

（
親
）
（
兄

中
に
除
外
例
を
多
く
認
め
、
教
会
の
戒
律
に
も
、
例
え
ば
、
「
わ
が
お
や
き
や

弟
）
（
妻
）
（
死
）
（
宿
）
（
出
）
（
形
惨
）

う
だ
い
つ
ま
、
子
ど
も
の
し
Ｌ
た
る
と
ぎ
わ
が
や
ど
を
い
で
ざ
る
か
た
ぎ
そ
の

（
ミ
サ
）

と
こ
ろ
に
あ
る
に
を
ひ
て
は
、
そ
の
あ
ひ
だ
ゑ
い
さ
を
を
お
が
ま
ず
と
も
く
る

（
日
曜
日
）
（
祝
）

し
か
ら
ず
。
」
（
第
二
、
ど
ゑ
ん
ご
ゆ
は
ひ
日
に
ゑ
い
さ
を
を
が
承
奉
る
べ

し
。
）
と
指
示
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
、
服
喪
の
習
俗
に
対
す
る
妥
協
も
見
出

だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
教
会
は
、
信
者
が
受
洗
以
前
、
日
常
生
活
で
か
か
わ
り
の
深
か
っ

た
神
仏
信
仰
・
民
間
信
仰
に
対
し
て
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
一
線
を
画
し
、
そ
れ

ら
を
異
端
の
行
為
と
し
て
退
け
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

キ
リ
シ
タ
ン
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
に
特
有
の
告
解
の
秘
跡
に
つ
い
て
、
信
者
の

手
引
き
と
し
た
『
サ
ル
ワ
ト
ル
・
ム
ン
ヂ
』
（
慶
長
三
年
、
岩
波
文
庫
本
）
を

承
る
と
、
十
戒
の
第
一
条
に
つ
い
て
、
他
信
仰
に
か
か
わ
る
本
人
の
吟
味
項
目

と
し
て
、一

キ
リ
シ
タ
ン
に
な
り
て
よ
り
神
・
仏
を
拝
み
た
り
や
否
や
と
糺
し
、

拝
み
た
る
に
を
ひ
て
は
、
幾
度
と
其
数
を
も
申
す
べ
し
、
余
の
条
々
に

も
、
如
此
な
る
く
し

二
神
・
仏
の
罰
を
恐
れ
た
る
事
あ
り
や
、
叉
人
間
に
罰
・
利
生
を
与
ゆ

る
事
叶
ふ
べ
き
と
思
ひ
た
る
や

三
ゼ
ン
チ
ョ
の
法
に
任
せ
、
月
待
・
日
待
を
し
、
或
は
祈
祷
の
為
に
、

糸
こ

神
子
・
陰
陽
師
・
山
伏
な
ど
を
呼
び
た
る
事
あ
り
や

四
た
と
ひ
心
中
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
を
捨
て
ず
と
も
、
或
は
人
よ
り
キ
リ

シ
タ
ン
た
り
や
否
や
と
間
は
れ
た
ら
ん
時
、
言
葉
を
以
て
陳
じ
、
或
は

キ
リ
シ
タ
ン
に
あ
ら
ず
と
顕
さ
ん
為
に
ゼ
ン
チ
ョ
の
珠
数
・
守
り
な
ど

を
掛
け
、
其
外
ゼ
ン
チ
ョ
の
行
ひ
を
な
し
た
り
や
否
や
、
此
等
の
儀
は

五
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真
実
よ
り
せ
ざ
れ
ぱ
、
ヒ
イ
デ
ス
を
失
は
す
る
儀
に
は
あ
ら
ざ
れ
ど

も
、
科
な
れ
ば
、
コ
ン
ヒ
サ
ン
に
申
す
べ
し

ま
じ
な

五
占
ひ
・
呪
ひ
な
ど
を
我
と
す
る
か
、
人
に
さ
す
る
事
あ
り
や

六
又
は
、
時
日
、
方
角
を
見
、
夢
を
信
じ
、
烏
・
獣
の
鳴
声
を
気
に
掛

け
た
る
事
な
ど
あ
り
や

が
挙
げ
ら
れ
、
第
二
条
に
つ
い
て
は
、

一
ゼ
ン
チ
ョ
に
あ
た
る
誓
文
、
中
に
も
湯
起
請
・
火
起
請
を
取
る
か
、

人
に
取
ら
す
る
か
せ
し
事
あ
り
や

二
キ
リ
シ
タ
ン
に
当
る
誓
文
た
り
と
い
ふ
と
も
、
空
誓
文
を
致
し
た
る

事
有
り
や
、
誓
文
の
題
目
真
な
る
に
を
ひ
て
は
、
モ
ル
タ
ル
科
に
は
あ

ら
ざ
れ
ど
も
、
肝
要
の
子
細
も
な
く
敬
ひ
な
ぎ
に
を
ひ
て
は
筆
へ
ニ
ァ
ル

科
と
な
る
べ
し
、
又
加
様
の
誓
文
を
致
せ
し
事
、
人
に
仇
を
な
さ
ん
と

の
心
宛
て
な
り
し
や

と
起
請
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
神
仏
拝
礼
、
神
罰
・
仏
罰
・
利
生
の
信
心
、
起
請
、
日
待

・
月
待
の
講
へ
の
参
加
、
神
子
・
陰
陽
師
・
山
伏
な
ど
民
間
宗
教
者
へ
の
祈
祷

依
頼
、
異
教
徒
の
宗
教
行
為
、
時
日
・
方
角
な
ど
陰
陽
道
に
か
か
わ
る
俗
信
、

占
い
・
呪
い
・
夢
・
鳥
獣
の
鳴
き
声
な
ど
の
予
兆
の
俗
信
な
ど
が
厳
し
く
禁
止

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

・
ハ
ー
ド
レ
用
の
告
解
の
手
引
き
書
『
繊
悔
録
』
（
一
六
三
二
年
、
岩
波
文
庫

本
）
に
は
、
信
者
の
具
体
的
な
告
解
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
次
に
一
例
を
示

す
。

ど
難
わ
ず
ろ
ひ
っ
ぱ
く
ぎ
わ
主

ま
た
一
度
、
余
が
息
子
が
深
う
煩
う
た
時
、
そ
の
難
儀
・
逼
迫
に
窮

い
つ
し
ん
ぶ
ら
ん
た
す
な
が
ら

っ
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
心
で
一
心
不
乱
に
そ
の
子
が
命
を
扶
か
り
存
ゆ

え
き

る
よ
う
に
デ
ウ
ス
を
頼
承
ま
ら
し
た
れ
ど
も
、
そ
の
益
が
ご
ざ
ら
い
で
、

わ
ず
ら
さ
ん

死
ぬ
る
ほ
ど
の
煩
い
や
否
や
と
知
る
為
に
算
を
置
き
ま
ら
し
た
。
そ
れ
に

つ
け
て
も
、
そ
の
難
儀
さ
に
責
め
ら
れ
て
、
息
子
を
失
わ
ぬ
為
ゼ
ン
チ
ョ

い
け
ん
や
ま
ぶ
し

の
異
見
を
聞
い
て
、
山
伏
を
呼
び
寄
せ
て
、
子
の
上
に
祈
り
、
祈
祷
を
さ

ふ
だ
ま
ぷ
け
ん
ぞ
く

せ
、
札
守
り
も
懸
け
さ
せ
ま
ら
し
て
ご
ざ
る
。
こ
れ
は
巻
属
の
前
で
の
こ

き
ん
ぺ
ん
し
ゆ

と
と
ま
た
近
辺
衆
の
聞
え
た
と
こ
ろ
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
衆
、
は
っ
、
キ
リ

く
ち
つ
か
亥
つ

シ
タ
ン
た
る
者
は
別
の
科
を
仕
っ
て
さ
え
悪
い
が
、
難
儀
の
時
ゼ
ン

ざ
た

チ
ョ
の
よ
う
に
祈
り
な
ん
ど
を
仕
る
こ
と
沙
汰
の
限
り
じ
ゃ
と
、
皆
見
限

み

っ
て
申
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
余
が
誤
り
が
な
お
深
う
な
り
ま
ら
し
た
。
こ

ど

ど

か
み
ほ
と
け
た
の
も

れ
は
二
度
で
ご
ざ
っ
た
に
、
一
度
は
ゼ
ン
チ
ョ
の
神
・
仏
を
頼
母
し
ゅ

し
り
ゆ
う
と

う
存
じ
て
、
ま
一
度
は
役
に
立
た
ぬ
と
存
じ
な
が
ら
知
人
ゼ
ン
チ
ョ
よ

り
勧
め
ら
れ
て
致
し
ま
ら
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
信
者
が
、
デ
ウ
ス
の
み
を
現
世
利
益
の
対
象
と

し
て
祈
願
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
同
時
に
、
在
来
の
神
仏
信
仰
・
民
間
信
仰
に

も
、
受
洗
前
と
同
じ
く
効
験
を
求
め
て
呪
術
的
信
仰
行
為
を
継
続
す
る
例
が
多

か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
先
に
挙
げ
た
『
サ
ル
ワ
ト
ル
・
ム
ン
ヂ
』
に
告

解
の
際
の
吟
味
項
目
と
し
て
、
伝
統
的
な
神
仏
信
仰
・
民
間
信
仰
な
ど
の
信
仰

行
為
を
列
挙
し
糺
し
て
い
る
こ
と
は
、
信
者
に
よ
っ
て
は
、
し
ば
し
ば
そ
の
禁

を
犯
す
こ
と
が
多
か
っ
た
事
実
を
物
語
っ
て
い
る
。

な
お
、
第
二
条
に
関
し
て
付
言
す
る
と
、
起
請
文
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
場

合
、
神
仏
の
代
り
に
デ
ウ
ス
に
対
し
て
誓
い
を
立
て
た
（
ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本

大
文
典
』
）
・
起
請
の
一
種
で
あ
る
火
起
請
に
つ
い
て
、
一
五
九
五
年
度
年
報

か
ら
一
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
（
『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
報
告
集
・
第
１

期
・
第
２
巻
）
・
火
起
請
は
、
疑
わ
し
い
事
件
に
つ
い
て
正
否
を
糺
す
た
め
、
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神
に
誓
っ
て
鉄
火
を
握
り
、
火
傷
を
し
な
い
者
を
無
罪
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

大
村
で
、
窃
盗
の
科
で
告
訴
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
男
が
火
起
請
を
強
制
さ
れ

力
、
、
、

た
。
男
は
、
「
『
私
は
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
か
ら
虚
偽
な
る
神
に
か
け
て
は
で

き
ず
、
た
だ
真
な
る
（
デ
ウ
ス
の
御
名
に
お
い
て
）
だ
け
（
誓
う
こ
と
が
）
で

き
る
』
と
。
そ
こ
で
異
教
徒
た
ち
は
、
彼
の
デ
ウ
ス
に
か
け
て
誓
う
こ
と
に
同

意
し
た
。
そ
れ
で
彼
は
、
そ
の
（
誓
い
の
）
紙
に
十
字
架
の
印
し
を
し
て
、
強

い
ら
れ
た
と
お
り
に
熱
く
な
っ
た
鉄
を
置
い
て
大
い
な
る
精
神
力
を
込
め
て
鉄

と
手
を
縛
っ
た
。
す
る
と
不
思
議
な
こ
と
に
手
も
紙
も
焼
け
な
か
っ
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
彼
は
、
異
教
徒
た
ち
が
脅
か
し
た
刑
罰
か
ら
解
放
さ
れ
た
だ
け
で
な

く
、
虚
偽
に
押
し
つ
け
ら
れ
て
い
た
罪
名
か
ら
も
解
放
さ
れ
た
。
」
と
い
う
。

神
前
で
誓
う
起
請
の
慣
習
も
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
場
合
、
火
起
請
も
起
請
文
と
同

様
デ
ウ
ス
の
名
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰

が
社
会
的
慣
習
に
同
化
し
た
事
例
と
認
め
ら
れ
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
の
伝
統
思
想
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
い
ろ
い
ろ
論
じ

ら
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
近
年
、
研
究
上
進
展
し
て
い
る
儒
学
へ
の
影
響
の
問

題
を
瞥
見
し
た
い
。

ま
ず
、
石
田
一
良
氏
が
、
近
世
日
本
の
朱
子
学
へ
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
影
響
を

説
か
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
『
仮
名
性
理
』
を
藤
原
慢
窩
の
著
書
と
の
前
提
の
も

と
に
、
こ
れ
を
分
析
さ
れ
、
朱
子
学
に
お
け
る
「
天
」
の
理
解
に
は
、
天
道
の

も
つ
天
の
信
仰
や
キ
リ
シ
タ
ン
の
も
つ
天
主
の
信
仰
が
影
響
を
与
え
て
い
る
よ

う
で
あ
る
と
し
て
、
「
徳
川
時
代
の
朱
子
学
が
大
陸
に
見
ら
れ
な
い
濃
厚
な
宗

教
味
を
以
っ
て
、
天
が
自
然
・
道
徳
の
全
世
界
を
覆
う
造
物
主
、
主
宰
者
で
あ

三
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
思
想
的
影
響

る
こ
と
を
強
調
し
た
こ
と
に
は
、
万
物
の
造
り
主
、
絶
対
主
権
の
天
帝
の
信
仰

に
生
き
る
切
支
丹
の
教
説
に
接
し
た
日
本
人
の
体
験
が
、
そ
こ
に
強
く
働
い
て

い
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
た
（
「
徳
川
封
建
社
会

と
朱
子
学
派
の
思
想
」
東
北
大
学
文
学
部
研
究
年
報
・
第
十
三
号
（
下
）
）
・

こ
れ
に
対
し
、
海
老
沢
氏
は
、
藤
原
怪
窩
や
林
羅
山
の
諸
論
に
天
を
創
造
主
宰

者
的
に
理
解
し
た
も
の
が
見
出
だ
さ
れ
、
後
の
朱
子
学
徒
へ
の
継
承
が
認
め
ら

れ
る
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
教
説
が
猩
窩
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
史
実
的
裏
付

け
の
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
猩
窩
が
キ
リ
シ
タ
ン
思
想
に
接
触
し
た
形
跡
が

見
出
せ
な
い
点
で
、
推
測
の
域
を
出
ず
、
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
と
さ
れ
た

（
『
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
史
』
、
「
儒
教
と
キ
リ
シ
タ
ン
と
の
接
触
一
『
増
訂
切

支
丹
史
の
研
究
』
）
．
な
お
、
論
拠
と
し
て
引
用
さ
れ
た
『
仮
名
性
理
』
（
元
禄

四
年
）
は
、
従
来
、
慢
窩
の
著
書
で
は
な
い
と
の
説
が
有
力
で
あ
り
（
伊
東
多

三
郎
氏
「
天
正
日
記
と
仮
名
性
理
」
日
本
歴
史
一
九
六
号
）
、
問
題
が
残
る
。

と
こ
ろ
で
、
石
田
氏
の
研
究
の
線
上
で
、
天
道
思
想
の
展
開
を
追
究
さ
れ
て

き
た
石
毛
忠
氏
は
、
一
歩
進
め
る
新
し
い
見
解
を
発
表
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

氏
は
、
『
本
佐
録
』
、
『
仮
名
性
理
』
な
ど
の
祖
本
と
考
え
ら
れ
る
『
心
学
五
倫

書
』
（
慶
長
・
元
和
頃
成
立
）
に
お
け
る
「
天
道
」
の
理
解
と
、
キ
リ
シ
タ
ン

護
教
書
『
妙
貞
問
答
』
、
排
耶
書
『
破
提
宇
子
』
な
ど
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン

の
「
デ
ウ
ス
」
の
理
解
と
の
間
に
み
ら
れ
る
類
似
性
を
指
摘
さ
れ
、
前
者
は
後

者
の
触
発
に
よ
る
も
の
で
、
『
心
学
五
倫
書
』
が
『
妙
貞
問
答
』
、
『
破
提
宇

デ
ウ
ス

子
』
と
共
通
す
る
側
面
と
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
的
創
造
主
宰
神
観
を
持
っ
て
い

る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
『
心
学
五
倫
書
』
と
『
豊
内
記
』
（
別
名

『
秀
頼
事
記
』
）
と
の
比
較
を
さ
れ
、
『
心
学
五
倫
書
』
は
『
妙
貞
問
答
』
、

『
破
提
宇
子
』
、
『
豊
内
記
』
の
思
想
・
叙
述
を
踏
ま
え
て
、
す
な
わ
ち
、
天

五



道
思
想
を
中
心
に
キ
リ
シ
タ
ン
、
儒
教
、
仏
教
、
神
道
を
包
摂
・
統
合
す
る
形

で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
、
著
者
を
吉
田
神
道
の
神
竜
院
梵
舜
に
比

定
さ
れ
た
（
「
『
心
学
五
倫
書
』
の
成
立
事
情
と
そ
の
思
想
的
特
質
Ｉ
『
仮
名

性
理
』
『
本
佐
録
』
理
解
の
前
提
と
し
て
ｌ
」
『
日
本
思
想
大
系
朋
』
）
・

氏
の
研
究
に
対
し
、
海
老
沢
氏
は
、
「
『
心
学
五
倫
書
』
以
下
、
一
連
の
教

本
は
、
神
儒
不
二
説
を
も
っ
て
日
本
的
・
封
建
思
想
的
武
装
を
し
て
い
る
超

戦
国
期
以
来
の
「
天
道
」
に
、
初
め
て
デ
ウ
ス
的
。
ヘ
ル
ソ
ナ
性
を
加
え
て
お

り
、
解
説
用
語
ま
で
『
妙
貞
問
答
』
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
著

者
名
が
匿
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
と
も
に
、
見
遁
し
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
即

ち
そ
れ
独
自
の
内
的
発
展
で
は
な
く
、
キ
リ
シ
タ
ン
武
士
の
天
道
理
解
、
そ
し

て
『
妙
貞
問
答
』
の
デ
ウ
ス
観
と
の
触
発
に
よ
る
も
の
と
し
て
ほ
ぼ
誤
り
な
い

も
の
と
思
わ
れ
る
。
」
へ
「
キ
リ
ス
ト
教
と
日
本
宗
教
と
の
交
渉
総
説
」
季
刊

日
本
思
想
史
６
）
と
賛
意
を
表
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
小
山
氏
は
、
『
心
学
五
倫
書
』
の
「
天
道
」
は
、
一
部
分
類

似
点
は
あ
る
も
の
の
デ
ウ
ス
と
は
異
な
っ
た
観
念
で
あ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
デ

ウ
ス
観
の
触
発
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
吉
田
神
道
の
国
常
立
尊
の
観
念
に
よ
り

触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
両
氏
に
反
論
さ
れ
た
（
「
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門

と
吉
田
神
道
の
接
点
」
『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
・
第
二
十
輯
』
）
・

相
良
亨
氏
は
、
近
世
の
「
天
」
「
天
道
」
の
理
解
に
触
れ
た
一
文
で
、
『
心

学
五
倫
書
』
以
下
一
群
の
「
こ
れ
ら
啓
蒙
書
に
キ
リ
シ
タ
ン
思
想
の
影
を
見
る

論
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
人
格
的
な
絶
対
者
の
臭
い
を
も
つ
ほ
ど
擬
人
化
さ
れ

た
主
宰
性
の
強
い
天
道
が
、
天
即
理
説
を
核
と
す
る
朱
子
学
が
標
傍
さ
れ
て
い

た
と
さ
れ
る
社
会
に
浸
透
し
、
人
々
に
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に

注
目
し
て
お
き
た
い
。
近
世
の
日
本
は
、
天
即
理
説
と
は
質
の
異
な
る
天
道
観

最
後
に
、
宗
論
、
す
な
わ
ち
、
高
次
元
で
の
教
義
上
の
論
争
で
あ
る
が
、
近

世
初
期
の
日
本
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
宗
論
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
対
神
儒
仏
と
い

う
東
西
宗
教
の
交
渉
を
示
す
宗
教
思
想
史
上
、
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
．

ザ
ビ
エ
ル
以
降
の
宣
教
師
が
布
教
に
行
く
先
々
で
積
極
的
に
仏
教
僧
侶
と
宗
論

を
行
な
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
宗
論
で
の
勝
利
が
教
線
の
伸
張
と

考
え
ら
れ
た
ふ
し
も
あ
る
。
集
権
的
統
一
を
め
ざ
す
支
配
者
に
と
っ
て
、
キ
リ

シ
タ
ン
の
興
隆
は
、
統
一
事
業
の
障
害
と
認
識
さ
れ
て
来
、
ま
た
、
キ
リ
シ
タ

ン
の
布
教
を
国
土
侵
略
の
前
提
と
承
る
恐
怖
感
を
つ
の
ら
せ
る
に
至
り
、
支
配

者
に
対
し
民
族
意
識
、
国
家
意
識
を
高
揚
さ
せ
、
神
国
思
想
が
台
頭
し
た
。
そ

う
し
た
動
向
を
踏
ま
え
て
、
豐
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
ら
の
国
外
国
内
向
け
の
公

的
文
書
に
承
ら
れ
る
よ
う
に
仏
教
中
心
の
神
儒
仏
一
致
の
立
場
か
ら
の
キ
リ
シ

タ
ン
攻
撃
が
強
ま
っ
て
行
く
（
海
老
沢
氏
「
豊
臣
秀
吉
の
日
本
神
国
観
ｌ
キ
リ

シ
タ
ン
禁
制
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
社
会
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
第
十
七
号
）
。
こ
う

し
た
国
策
に
便
乗
し
た
形
で
、
禁
教
下
に
お
い
て
伝
統
宗
教
側
か
ら
の
キ
リ
シ

タ
ン
攻
撃
が
盛
ん
に
な
っ
て
行
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
宗
論
的
著
作
と
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
側
に
は
、
『
日
本
の
カ
テ

を
も
っ
て
出
発
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
」
と
キ
リ
シ
タ
ン
の
影
響
に
つ
い
て

賛
否
の
見
解
を
差
し
控
え
て
お
ら
れ
る
（
『
日
本
の
思
想
』
）
・

と
こ
ろ
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
儒
学
へ
の
影
響
と
い
う
こ
と
で
、
古
い
指
摘
で

は
あ
る
が
、
中
江
藤
樹
が
上
帝
を
キ
リ
ス
ト
教
的
人
格
神
教
的
性
格
に
お
い
て

理
解
し
た
と
、
魚
木
忠
一
氏
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い

（
『
日
本
基
督
教
の
精
神
的
伝
統
』
）
。

四
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
諸
宗
教
と
の
宗
論

五
四



キ
ズ
モ
』
（
ヴ
ァ
リ
’
一
ア
ー
ノ
編
、
天
正
八
・
九
年
）
、
『
妙
貞
問
答
』
な
ど
日

本
宗
教
論
を
中
心
と
し
た
護
教
的
教
義
書
が
あ
る
（
海
老
沢
氏
『
日
本
キ
リ
シ

タ
ン
史
』
）
・
伝
統
宗
教
側
と
し
て
は
、
仏
教
を
中
心
と
し
た
い
わ
ゆ
る
排
耶

書
が
あ
り
（
海
老
沢
氏
「
排
耶
書
の
展
開
」
『
日
本
思
想
大
系
閲
』
）
、
『
排

耶
蘇
』
（
林
羅
山
、
慶
長
十
一
年
）
『
伴
天
連
記
』
（
慶
長
十
二
年
以
降
）
、

『
破
提
宇
子
』
負
ビ
ァ
ン
、
元
和
六
年
）
、
『
顕
偽
録
』
（
沢
野
忠
庵
、
寛

永
十
三
年
）
、
『
吉
利
支
丹
物
語
』
（
寛
永
十
六
年
）
に
続
き
、
鎖
国
後
は
、
『
破

吉
利
支
丹
』
（
鈴
木
正
三
、
寛
永
十
九
年
頃
）
、
『
対
治
邪
執
論
』
（
雪
窓
宗

崔
、
正
保
五
年
）
、
『
知
阯
編
』
（
向
井
元
升
、
明
暦
元
年
）
、
『
鬼
理
至
端

破
却
論
伝
』
（
浅
井
了
意
、
寛
文
二
’
十
年
）
、
『
海
上
物
語
』
（
慧
中
、
寛

文
六
年
）
な
ど
が
で
た
。
こ
の
よ
う
な
教
義
的
排
耶
書
の
あ
と
を
う
け
て
、
十

七
世
紀
末
頃
か
ら
『
切
支
丹
宗
門
来
朝
実
記
』
、
『
南
蛮
寺
興
廃
記
』
な
ど
の

物
語
的
排
耶
書
が
つ
く
ら
れ
、
民
衆
の
間
に
キ
リ
シ
タ
ン
邪
教
観
が
浸
透
し
て

い
っ
た
。
物
語
的
排
耶
書
に
描
か
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
宗
教
思
想
を
承
る
と
、

キ
リ
シ
タ
ン
は
土
俗
的
信
仰
な
い
し
、
諸
宗
教
の
混
成
的
な
様
相
を
呈
す
る
に

至
る
（
拙
稿
「
物
語
的
排
耶
書
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

道
教
と
の
関
連
を
中
心
に
ｌ
」
日
本
思
想
史
学
・
第
三
号
）
・

以
上
に
つ
い
て
古
く
よ
り
、
個
別
研
究
、
全
般
的
考
察
が
積
玖
重
ね
ら
れ

て
き
た
。
新
村
出
、
姉
崎
正
治
、
村
岡
典
嗣
、
杉
本
勲
、
伊
東
多
三
郎
、
海
老

沢
有
道
、
家
永
三
郎
、
中
村
元
、
柏
原
祐
泉
、
今
井
淳
、
石
田
一
良
な
ど
の
諸

氏
の
優
れ
た
研
究
が
あ
り
、
最
近
で
は
、
「
季
刊
日
本
思
想
史
６
」
が
「
キ
リ

ス
ト
教
と
神
・
儒
・
仏
の
衝
突
と
融
和
」
の
特
集
を
組
ん
で
い
る
。
近
年
で

は
、
特
に
ハ
ビ
ァ
ン
の
研
究
が
進
み
、
井
手
勝
美
、
海
老
沢
有
道
、
西
田
長

男
、
坂
元
正
義
諸
氏
の
研
究
、
史
料
紹
介
（
吉
田
文
庫
本
『
妙
貞
問
答
』
そ
の

他
）
が
あ
り
、
ま
た
大
桑
斉
氏
に
よ
る
雪
窓
宗
崔
の
排
耶
関
係
史
料
の
紹
介
な

ど
が
特
記
さ
れ
る
。

宗
論
は
、
仏
教
と
キ
リ
シ
タ
ン
と
の
間
に
行
な
わ
れ
た
も
の
が
殆
ん
ど
で
、

論
点
は
創
造
神
の
有
無
、
デ
ウ
ス
と
仏
神
と
の
優
劣
、
霊
魂
の
減
不
滅
、
来

世
賞
罰
の
有
無
な
ど
が
中
心
で
あ
り
、
合
理
的
思
考
で
相
手
の
宗
教
の
非
合
理

性
を
非
難
・
軽
蔑
す
る
と
い
っ
た
形
の
、
宗
教
的
解
釈
に
則
さ
な
い
批
判
も
行

な
わ
れ
て
い
る
が
、
仏
教
キ
リ
シ
タ
ン
両
教
の
教
義
の
本
質
に
か
か
わ
る
哲
学

的
な
論
争
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
排
耶
論
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
教
義
の
批

判
の
中
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ロ
ー
マ
時
代
か
ら
な
さ
れ
た
弁
神
論
な
ど
ヨ
ー

ロ
ッ
。
〈
の
思
想
家
の
キ
リ
ス
ト
教
批
判
に
対
応
す
る
も
の
も
認
め
ら
れ
て
い
る

（
中
村
元
氏
『
日
本
思
想
史
』
）
・

以
上
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
屋
上
、
屋
を
架
す
こ
と
に
も
な
る
の
で
、
諸
先

学
の
研
究
と
整
理
に
譲
り
た
い
。
私
と
し
て
は
、
従
来
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と

の
殆
ん
ど
な
か
っ
た
『
顕
偽
録
』
の
特
色
を
述
べ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
へ
別
の

機
会
に
譲
る
こ
と
と
し
た
。
ご
容
赦
願
い
た
い
。

（
早
稲
田
大
学
教
授
）

五
五


